
三沢市立木崎野小学校 のぞみ学級 

 

      所在地(学校) 三沢市東町４－２ 

      ＴＥＬ ０１７６－５３－８８６８ 

      ＦＡＸ ０１７６－５３－８６８９ 

      Ｅ-mailアドレス(学校) 

msw_sc.kizakino@misawaedu.net   

      学級設置病院名 三沢市立三沢病院 

      教室ＴＥＬ   0176-53-2161(内線3553) 

      教室ＦＡＸ       － 

      所在地(病院)  三沢市大字三沢字堀口164-65 

      開  設      平成 5年 5月 1日 

 

１ 児童生徒の数 

(1)  学級生・通級生(＊)                                      令和５年５月１日現在 

 学年 

年度 

学  級  生 計 通  級  生 計 

１ ２ ３ ４ ５ ６  １ ２ ３ ４ ５ ６  

５ 

年

度 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

＊ この場合、通級生とは在籍児以外の児童生徒で、学級で指導している者をいう。 

 

２ 児童生徒の入退級状況 

(1)  入級手順 

① 医師の学習許可             （ア 医師所見書） 

② 保護者の入級（通級）届記入      （イ 入（通）級届） 

③ アおよびイの書類を教育委員会へ送付 

④ 教育委員会、原籍校、在籍校へ諸手続きの連絡 

(2)  入級何週間(何ヶ月)以上を在籍にさせているか。 ⇒ ２週間以上 

 

３ 週課業表 

 

 

         曜  日  

時  刻              
月 火 水 木 金 

朝の会 １０：００～１０：２５ 健 康 観 察 ・ 係 活 動 ・ 朝 の ス ピ ー チ  等 

１ １０：２５～１１：００ 算数 国語 算数 国語 国語 

２ １１：１０～１１：４５ 国語 算数 国語 算数 生活/理科 

昼休み １１：５０～１３：３０  昼 食 ・ 昼 休 み   

３ １３：３０～１４：０５ 道徳 図工 生活/家庭 体育 国語/社会 

４ １４：１５～１４：５０ 国語/社会 英語/すこやか 国語/きらめき のぞみ 音楽 

帰りの会 １４：５０～１５：００  諸 連 絡 等   

※ すこやか…自立活動， きらめき…総合的な学習， のぞみ…学級活動 

（ベッドサイド学習はプログラムの時間で行う。）  



４ 指導組織について 

三沢市立木崎野小学校より  専任教師 １名 

 

 

５ 病棟行事と学校行事の関係 

主たる行事名 内    容 主催・共催 開催場所 

七夕の集い ・七夕についてのお話を読んだり聞いたりする。 

・各自の願いごとを短冊に書いて掲示する。 

のぞみ学級 学級教室 

十五夜の集い ・由来を知る。 

・ゲームなどをして楽しむ。 

のぞみ学級 学級教室 

ハロウィン 

クリスマス 

節分     等 

・季節や時候に関わりのあることをその時の入級

や通級児童の実態に合わせ計画する。 

・作品を展示したりゲームを楽しんだりする。 

のぞみ学級 学級教室 

その他 ・入院しながらの学習を共にがんばろう会や退院

を祝う会など、その時の入級や通級児童の実態

に合わせて計画して行う。 

のぞみ学級 学級教室 

 

 

６ 児童生徒の日課表 

時
間 

６ ７ ８ ９ 
10:00 

～11:45 
12 

13:30 

～15:00 
15 16 17 18 19 20 21 22 

日
課 

起
床
・洗
面 

検
温
・朝
食
等 

  
学
習 

昼
食 

学
習 

 

回
診 

※
安
静 

 

夕
食
・歯
磨
き 

検
温 

等 

  

就
寝 

 

 

７ 家庭、関係機関、学級と本校、学級と病院との連携について 

            内               容 

家   庭 

 

家庭との連絡を密にし、ストレスの軽減に配慮する。 

関係機関 

 

各機関と必要に応じて連絡を取り合い、得られた情報を学習や行事の計画に反映させて

いく。 

学級と本校 

 

個々の児童の特性に合わせ、学習内容の精選や自力で学習を進められるような授業構成

を行い、基礎的・基本的な学習の理解や基本的な生活習慣の育成につなげていく。 

病   院 

 

病院との情報共有を密にし、医科学的視点や助言を積極的に指導へいかしていく。 

原 籍 校 

 

原籍校との連絡を密にし、退院後の復帰が無理なくできるようにする。 

そ の 他 

 

各方面から得られた情報は、個々の子どもの能力や特性を見出したり、将来に向けて意

欲的な療養生活をしていく力を育てたりすることに役立てていく。 

 


